
 
北海道地方交通審議会船員部会 

第１回北海道内航鋼船運航業及び木船運航業最低賃金専門部会 

議事概要 

 開催年月日 令和７年１２月５日（金） 

 開催場所 北海道開発局研修センター 

□議  題□ 

１．専門部会長の選出及び専門部会長代理の指名 

２．諮問趣旨説明 

３．関係船員及び関係使用者の意見聴取に関する官報公示結果 

４．最低賃金専門部会資料説明 

５．北海道内航鋼船運航業及び木船運航業最低賃金の改正（審議） 

６．その他 

 
□議事概要□ 

・部会長が選出されるまでの間、海事振興部長により議事が進められた後、公益委員の互選

により、深山部会長の選出及び深山部会長から市川部会長代理の指名がなされた。 

・事務局より、「諮問趣旨」「関係船員及び関係使用者の意見聴取に関する官報公示結果」

について、説明・報告があった。 

・事務局より、「最低賃金専門部会資料」について、説明があった。 

・審議に入り、労働者委員より、物価に関してはまだ上昇しており、北海道においても住居

にかかる費用が上がってきているため無視は出来ないこと、陸上の最低賃金が１万円を超

える改定額となっていること及び船員の確保の観点からも昨年以上の改定が必要という意

見があった。 

・また、陸上の最低賃金と船員の最低賃金の差で、適用法律の違いによる上げ幅の相違につ

いて懸念している旨の意見があった。 

・一方、使用者側委員より、最低賃金を上げることに関しては必要であると同意するが、北

海道の地域性、特に建設業が多く、公共工事を中心としている状況の中で、積算単価で得

る収入面、支払い能力という問題があるので、上げ幅については考えていかないといけな

いという意見があった。 

・労使委員相互間の意見に隔たりがあることから、労使委員双方のみで協議を行った。 

・労使委員相互間の意見として、最低賃金を引き上げるという方向性は一致しているものの、

水準について合意に至らないことから、労使双方が意見を持ち帰り、検討のうえ、日を改

めて、合意に向けた審議を再開することとなった。 

・次回の最低賃金専門部会は、令和７年１２月２３日（火）１５時００分より開催すること

を確認した。 

 

（以 上） 

北海道運輸局海事振興部船員労政課 


